
今月の主な内容 今月の表紙
新年明けましておめでとうございます。
平成１８年１月１日に紀美野町が誕生し、10
年目の新年を迎えました。この１年が皆様にと
りまして良い年でありますよう心からお祈り申
し上げます。

【写真：小畑地区上空より東方を望む。】
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年頭のごあいさつ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
は
議
会
活
動
に
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
合
併
後
の
町
づ
く

り
が
一
歩
一
歩
着
実
に
進
み
、
実
を
結
ん
で
お
り
ま
す

こ
と
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
町
で
は
現
在
、
国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
踏
ま
え
、
ま
た
県
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
も
勘
案
し
て
、
当
町
の
人
口
将
来

像
と
方
向
性
を
示
し
た
「
紀
美
野
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
そ
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
に
今
後
５
か
年
の
目
標
や

施
策
等
を
提
示
す
る
「
紀
美
野
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
中
で
す
。

今
後
、
住
民
、
行
政
、
企
業
等
連
携
し
な
が
ら
総
力

を
結
集
し
、
人
口
減
少
克
服
と
地
方
創
生
に
取
り
組
ん

で
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
議
会
の
果
た
す
役
割
の

重
要
さ
を
認
識
し
、町
民
の
皆
様
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、

町
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
尽
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
、年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

て
は
「
命
の
道
づ
く
り
」
の
大
き
な
前
進
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
様
方
の
更
な

る
お
力
添
え
を
頂
き
、
国
道
３
７
０
号
の
未
改
良
区
間

の
早
期
完
成
と
町
内
道
路
網
の
整
備
に
全
力
を
尽
く
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
２
月
に
は
紀
美
野
町
全
域
に
お
け
る
光

フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

事
業
が
完
成
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
町
が
整
備
費
用
の
一
定
額
を
負
担
す
る
事
で
事

業
者
の
参
入
を
募
る
民
設
・
民
営
方
式
に
よ
り
基
盤
整

備
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
町
民
が
利
用
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
も
の
で
、
地
域
の
情
報
格
差
を
な

く
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
経
済
や
産
業
に
対
応
す
る

と
共
に
、安
全
で
快
適
な
町
民
の
生
活
環
境
を
構
築
し
、

地
域
の
付
加
価
値
を
高
め
、
過
疎
化
の
抑
制
及
び
定
住

化
の
促
進
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
紀
の
海
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
本
年
３
月
か

ら
供
用
開
始
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
紀
美
野
町
の
重

要
な
懸
案
事
項
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
し
た
生
活
環
境
基

盤
の
更
な
る
充
実
が
図
ら
れ
る
事
と
な
り
ま
す
。
地
元

地
域
の
皆
様
や
、
地
権
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者

及
び
町
民
の
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物

と
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
方
分
権
推
進
の
流
れ
の
中
で
、
地
方

自
治
に
対
す
る
期
待
が
増
々
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
す

が
「
夢
と
活
気
の
あ
る
町
」、「
福
祉
の
充
実
し
た
町
」、

「
安
心
し
て
住
め
る
町
」
の
更
な
る
充
実
を
め
ざ
し
て

町
民
の
皆
様
方
と
共
に
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で

参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

結
び
に
本
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
、
幸
多
き
素
晴
ら

し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民

の
皆
様
に
は
、
よ
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
は
町
行
政
の
推
進
に
多
大
な
ご
支
援
、

ご
協
力
を
頂
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

昨
年
は
、
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
が
開
催
さ
れ
、
紀

美
野
町
で
は
10
月
１
日
か
ら
５
日
に
か
け
、
紀
美
野
町

ス
ポ
ー
ツ
公
園
が
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
本
会
場
と
な
り
、

和
歌
山
県
が
男
女
総
合
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
全
国
各
地
か
ら
来
ら
れ
た
選
手
や
役
員
を

は
じ
め
多
く
の
皆
様
方
に
対
し
、
心
の
こ
も
っ
た
「
お

も
て
な
し
」
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、
成
功
裏

に
閉
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

多
く
の
町
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
、
お
力
添
え
の
賜
物

で
あ
り
、
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
１
月
１
日
を
も
っ
て
、
紀
美
野
町
誕
生

10
周
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
10
年
間
、
町
民
の
皆

様
方
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力
の
も
と
、
数
多
く
の
事
業

に
取
り
組
み
、
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
９
月
６
日
に
は
国
道
３
７
０
号
の
野
上
工
区
の
完

成
並
び
に
県
道
岩
出
野
上
線
の
接
続
区
間
及
び
新
龍
光

寺
橋
が
開
通
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
路
線

の
開
通
に
よ
り
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送
路
の
確
保
並
び

に
救
急
救
命
に
要
す
る
時
間
短
縮
、
更
に
は
交
通
の
利

便
性
及
び
安
全
性
が
図
ら
れ
、
ま
さ
に
私
た
ち
に
と
っ

紀美野町長
 寺 本 光 嘉

紀美野町議会議長
 小 椋 孝 一
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紀美野町誕生10周年記念式典  開催

平成28年1月1日で紀美野町が誕生して10年を迎
えます。この機会に町民及び関係者の参加によ
り、新町誕生からの10年間を振り返り、10周年を
祝うとともに、まちづくりへの関心を高め、これ
から未来に向けた新たな出発点として、紀美野町
誕生10周年記念式典を開催します。
皆様のご参加をお待ちしております。

日時　平成28年3月6日（日）
　　　13時から16時頃
場所　紀美野町文化センター　みさとホール
内容　13時　　　紀美野町の歩み（ビデオ放映）
　　　　　　　　開会（町民歌斉唱、挨拶）
　　　　　　　　記念表彰
　　　　　　　　（一般表彰、自治功労表彰）
　　　　　　　　来賓祝辞
　　　14時30分　記念講演（町民大学講座）　
　　　　　　　　「地域の個性を引き出す力」
　　　　　　　　金丸弘美氏
　　　　　　　　（食環境ジャーナリスト）

ｍｙ桜を育てよう～苗木購入のお知らせ～
しだれ桜、紅しだれ桜、八重桜を希望者へそれぞれ１本５００円

でお分けいたします。配布時期が決まりましたら、ご案内致します。
今年の八重桜は「紅華、一葉、松月」を予定しています！
★配布場所　紀美野町役場　美里支所(配達は致しません)
★樹高　　　１２０ｃｍ～１５０ｃｍ程度
★申込期間　１月４日（月）～１月２９日（金）
★申込み先　紀美野町まちづくり推進協議会事務局
　　　　　　まちづくり課　℡４９５－３４６２

主
任
児
童
委
員
が
　

変
更
に
な
り
ま
し
た

緑
豊
か
な
環
境

子
育
て
に
最
適
！

選
挙
制
度
125
周
年
・
普
通
選
挙
90
周
年
・
婦
人
参
政
70
周
年

総
務
大
臣
感
謝
状
を
受
け
る

西
　
増
三
氏
（
野
中
）　

「
第
35
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

和
歌
山
県
大
会
受
賞
者
発
表
!!

主
任
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員

児
童
委
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、

さ
ら
に
子
ど
も
の
福
祉
に
関
連
す

る
仕
事
や
活
動
の
経
験
者
の
中
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

【
平
成
27
年
12
月
１
日
付　

厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱　

敬
称
略
】

田
伏
嘉
子
（
下
佐
々
）

℡
４
８
９
‐
４
５
１
２

【
平
成
27
年
11
月
30
日
付　

退
任

敬
称
略
】

木
元
敦
子
（
毛
原
宮
）

町
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、

ま
た
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
感
謝

状
が
町
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
、
子
ど
も
の
福

祉
に
関
連
す
る
機
関
と
児
童
委
員

の
連
絡
調
整
等
、
児
童
福
祉
の
向

上
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

紀
美
野
町
土
地
開
発
公
社
で

は
、
紀
美
野
町
福
井
地
区
に
お
い

て
宅
地
を
分
譲
販
売
し
て
い
ま

す
。
当
開
発
公
社
が
、
過
疎
対
策

の
一
環
と
し
て
51
区
画
を
造
成
し

販
売
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
は

51
区
画
中
42
区
画
を
販
売
し
残
り

９
区
画
（
平
成
27
年
11
月
現
在
）

で
残
り
わ
ず
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

緑
豊
か
な
生
石
高
原
の
麓
で
暮

ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
！　

紀
美
野

町
で
は
若
者
の
定
住
に
向
け
た
施

策
（
定
住
に
向
け
た
補
助
金
）
を

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
一

度
現
地
を
ご
覧
に
な
り
ご
検
討
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
当
開
発
公

社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

◆
販
売
区
画
数　

９
区
画　

地
目

宅
地

◆
区
画
面
積
１
９
３
㎡
～
３
４
６

㎡
（
平
均
65
坪
）　

◆
分
譲
㎡
単
価　

１
６
，
８
０
０

円
～
１
８
，
７
０
０
円
（
平
均

１
７
，
９
０
０
円
）

◆
用
途
指
定　

都
市
計
画
区
域
外

■
問
い
合
わ
せ

紀
美
野
町
土
地
開
発
公
社
（
企

画
管
財
課
内
）
℡
０
７
３
‐
４

８
９
‐
５
９
１
３
（
土
日
祝
を

除
く
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

選
挙
制
度
125
周
年
・
普
通
選
挙

90
周
年
・
婦
人
参
政
70
周
年
に
あ

た
り
去
る
11
月
３
日
、
西
増
三
氏

に
総
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
と
し
て
、
選
挙
の
管
理
執

行
及
び
選
挙
の
啓
発
運
動
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

西
氏
は
、
平
成
12
年
に
旧
美
里

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
就
任

し
、
平
成
22
年
か
ら
は
紀
美
野
町

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に
就
任

さ
れ
、
現
在
も
紀
美
野
町
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
長
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
受
賞
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

和
歌
山
県
大
会（
応
募
総
数
８
，

１
３
７
作
品
）
に
お
い
て
，
野
上

中
学
校
３
年
生　

葛
葉
明
香
里
さ

ん
が
最
優
秀
賞
（
和
歌
山
地
方
法

務
局
長
賞
）、
同
校
３
年
生　

日

裏
裕
介
さ
ん
が
特
別
賞
（
テ
レ
ビ

和
歌
山
賞
）、
同
校
３
年
生　

中

千
怜
さ
ん
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

皆
さ
ま
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

岡本海草振興局長より感謝状が伝達されました。
（役場本庁にて）

写真：左から中さん，葛葉さん，日裏さん
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海南税務署からのお知らせ
≪確定申告相談日程表≫所得税・消費税の確定申告は自分で書いて郵送等でお早めに！！

会　　　　場 相談時間 対象地区等
２月 ●日程表のうち「年金」の表示がある日につ

いては、年金受給者、給与所得者の医療費
控除及び中途退職された方が対象となって
おりますので、ご注意ください。

4 24
木 水

紀美野町中央公民館
紀美野町動木288-4

９:30 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00 紀美野町全域 年金

●ご来場の際、確定申告書及びその関係書類、前年分の申告書の控え、売上・仕入・経費などが分かる帳簿書類（事業・不動
産所得等のある場合）、源泉徴収票（給与・年金収入のある場合）、所得控除に係る各種証明書などの申告書の作成に必要
な書類と筆記用具、印鑑、計算機、眼鏡等をご持参ください。

●いずれの会場も相続税、贈与税、土地・建物・株式等の譲渡所得等のアドバイスは行っていません。

≪確定申告と納税≫
申告と納税 振替納税をご利用の方

所得税および復興特別所得税
贈与税

３月 15 日（火）まで
消費税および地方消費税（個人事業者）

３月 31 日（木）まで

《振替日》
所得税および復興特別所得税

４月 20 日（水）
消費税および地方消費税（個人事業者）

４月 25 日（月）

≪税務署の確定申告会場の開設期間≫

■お問い合わせ先＝海南税務署　ＴＥＬ．073-482-0900
ー　税に関する情報は国税庁ホームページへアクセス　www.nta.go.jp　－

償却資産の申告をお忘れなく！！

償却資産（固定資産税）の申告は平成28年２月１日（月）までに
平成28年１月１日現在において紀美野町に償却資産をお持ちの方

は、税務課まで申告書を提出してください。なお、新たに事業を始め
られた方や申告用紙をお持ちでない方はご連絡ください。

○償却資産とは
個人や会社で事業を行い、その事業のために用いることのできる

構築物・機械・器具・備品等をいいます。

○償却資産の例
飲食店 工場 医院・歯科医院 ガソリンスタンド

接客用家具・備品、
厨房設備、テレビ、
カ ラ オ ケ セ ッ ト、
自動販売機など

各種製造設備（旋
盤、金型、プレス
機など）、受変電設
備、構内舗装など

各種医療機器（ベッ
ド、手術台、Ⅹ線
装 置 な ど ）、 各 種
キャビネットなど

オ イ ル チ ェ ン
ジ ャ ー、 洗 車 機、
計量器、照明設備、
看板など

建設業 小売店 理美容業 農業 太陽光発電事業
ブルドーザー、ポ
ンプ、ポータブル
発 電 機、 パ ワ ー
ショベルなど

商品陳列ケー
ス、 陳 列 棚、
自動販売機、
冷蔵庫など

理・美容椅
子、洗面設
備、タオル
蒸器など

ビ ニ ー ル ハ ウ
ス、電動機、ボ
イラー、歩行型
トラクターなど

太陽光発電設備
など
・家庭用で10kw
　未満は対象外

固定資産税に係る届出をお忘れなく！
固定資産税は毎年１月１日の現況等により所

有者に課税されます。
平成27年１月２日から平成28年１月１日ま

での間に、次のいずれかに該当する方は速やか
に届出、もしくはお問い合わせください。
①土地の利用状況・利用目的を変えた方で、地目

変更登記等をされていない方
②住宅用地の特例の適用について
③家屋を取り壊された方（災害等、何らかの原因

で滅失された方）
④新築・増築された方で、家屋の評価にお伺いし

ていない方
⑤売買や相続等により未登記家屋の所有者が変

更された方

固定資産税の前納報奨金について
平成27年度固定資産税納税通知書を送付した

際に同封したお知らせのとおり、平成28年度か
らは前納報奨金制度が廃止となりますのでご理
解ください。
※	平成28年度固定資産税納税通知書は４月15

日発送を予定しています。
■申告・届出　税務課固定資産税係（℡489－5905）

申告会場では、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」と同様の画面を使って確定申
告書を作成していただくことになりますので、ご自宅で作成・印刷し郵送で提出していただくと、
申告会場で長時間待つ必要がなく大変便利です。

給与所得者又は公的年金所得者の方向けの申告書作成画面を新設しました。
初めての方でも操作がしやすい画面となっておりますので、是非ご利用ください。

海南税務署の確定申告会場の開設期間は、
　　平成 28年２月 16日（火）から平成 28年３月 15日（火）（土、日を除く）です。

なお、上記期間前につきましては、通常窓口での対応となりますので、混雑状況によって、長時間お待ちいた
だくことがあります。

また、申告会場の混雑状況により、早めに相談受付を終了する場合がありますのでご了承ください。
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12
月
１
日
、
西
野
集
会
所
に
お

い
て
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を

実
施
し
て
い
る
３
地
区
（
国
吉
・

志
賀
野
・
毛
原
上
）
か
ら
30
名
が

参
加
し
て
、
研
修
会
と
交
流
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
野
上
厚
生
総
合

病
院
の
中
谷
理
学
療
法
室
長
に
よ

る
体
操
指
導
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
約
40
分
間

の
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

中
谷
さ
ん
は
「
こ
の
体
操
は
、

準
備
体
操
か
ら
始
ま
り
、
ゆ
っ
く

り
体
を
ほ
ぐ
し
、
持
久
力
が
つ
く

高
齢
者
に
あ
っ
た
体
操
で
す
。
」

と
話
し
、
交
流
会
で
は
、
「
体
操

を
は
じ
め
て
か
ら
体
調
が
良
く

な
っ
た
。
」
「
足
腰
が
丈
夫
に

な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
!!

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

研
修
会 

開
か
れ
る

長
年
、
美
里
町
誌
の
編
纂
に
携

わ
ら
れ
た
森
下
誠
先
生
に
よ
る

「
美
里
ふ
る
さ
と
講
座
（
第
５

回
）
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
古
文

書
等
の
史
料
か
ら
か
つ
て
の
美
里

地
域
で
起
こ
っ
た
出
来
事
を
、
親

し
み
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
場
準
備
の
都
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
テ
ー
マ　

「
村
の
明
治
維
新
」

～
京
の
都
で
は
竜
馬
が
檄
し
新

撰
組
が
走
り
、
ま
さ
に
山
が
動

き
つ
つ
あ
っ
た
が
、
わ
が
村
の

ご
先
祖
た
ち
の
目
に
映
っ
た
明

治
維
新
と
は
～

■
日　

時　

１
月
14
日
（
木
）

　

13
時
30
分
か
ら
15
時

■
場　

所　
美
里
支
所
３
階
会
議
室

■
講　

師　

■
主　

催　

ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会　

紀
美
野
史
発
見
部
会

〔
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
〕

ま
ち
づ
く
り
課（
美
里
支
所
内
）

℡
４
９
５
‐
３
４
６
２

FAX
４
９
５
‐
３
３
３
４

11
月
21
日（
土
）～
22
日（
日
）

わ
か
や
ま
田
舎
暮
ら
し
現
地
体
験

会
が
開
催
さ
れ
、
県
外
か
ら
18
名

の
方
が
紀
美
野
町
を
訪
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
紀
美
野
町
で
の
暮

ら
し
の
説
明
、
先
輩
移
住
者
の
起

業
と
生
活
の
話
や
、
干
し
柿
作

り
、
町
内
案
内
等
を
行
い
ま
し

た
。
宿
泊
は
、
移
住
者
も
起
業
し

て
い
る
農
家
民
泊
で
、
各
民
泊
先

で
も
移
住
者
等
と
交
流
を
深
め
て

い
た
様
子
で
し
た
。

今
後
も
、こ
の
よ
う
な
活
動
を
通

し
て
紀
美
野
町
を
知
っ
て
も
ら
う

機
会
を
増
や
し
移
住
者
の
増
加
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

美
里
ふ
る
さ
と
講
座
〔
第
５
回
〕

の
お
知
ら
せ

き
み
の
定
住
を

支
援
す
る
会
だ
よ
り

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院
本
館

１
階
の
放
射
線
室
に
、
平
成
27
年

12
月
に
高
性
能
80
列
マ
ル
チ
ス
ラ

イ
ス
Ｃ
Ｔ
装
置
を
導
入
致
し
ま
し

た
。海

南
・
海
草
地
区
で
一
番
新
し

い
Ｃ
Ｔ
装
置
で
、
県
内
で
も
ま
だ

５
台
し
か
稼
働
し
て
い
ま
せ
ん
。

い
ま
ま
で
の
Ｃ
Ｔ
装
置
と
比
べ

て
、
大
き
な
違
い
は

①
広
範
囲
を
精
密
に
短
時
間
で
撮

影
で
き
る
た
め
、
息
止
め
の
時

間
が
非
常
に
短
く
す
み
ま
す
。

②
小
さ
な
病
変
で
も
、
正
確
に
発

見
で
き
る
確
率
が
大
幅
に
増
加

し
ま
し
た
。

③
３
Ｄ
等
の
立
体
撮
影
も
詳
細
に

表
示
で
き
ま
す
。

④
放
射
線
の
被
曝
量
が
大
幅
に
少

な
く
す
み
ま
す
。
（
従
来
機
の

約
25
～
75
％
）

Ｃ
Ｔ
室
も
新
し
く
な
り
、
清
潔

な
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
お
部
屋
に

な
っ
て
い
ま
す
。

撮
影
等
の
詳
し
い
こ
と
は
、
国

保
野
上
厚
生
総
合
病
院　

放
射
線

室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

野
上
厚
生
総
合
病
院　

放
射
線
室

電
話
４
８
９
‐
２
１
７
８（
代
表
）

最
新
の
Ｃ
Ｔ
装
置
を
導
入
!!

野
上
厚
生
総
合
病
院

国保野上厚生総合病院だより
新年のご挨拶　　　

病院長　柳岡公彦
明けましておめでとうございま
す。まずは皆様におかれましては、
日ごろより国保野上厚生病院の医療
活動へのご理解とご協力をいただき
心よりお礼申し上げます。私どもは
「思いやりの心」「信頼される医療」「地域に愛され
る病院」を目指し、皆様のお 1人おひとりに対して
身体的な疾患のみを診るのでなく、生活背景を踏ま
えた「全人的な医療」を提供できるように努力いた
します。
当病院の医療圏ではもうすでに超高齢化社会へ
入っています。その中で、今年も在宅・介護福祉に
重点を置いていく予定です。医師不足、経営困難の
厳しい状況ではありますが、こういった状況の中で、
いかに「質の高い医療」を提供するか、病院の「安
定した経営改善」を行っていくかが今年は問われて
いると思います。
今年も職員が安心して働ける病院を目指すととも
に、地域の皆様には職員一丸となって身近で安心・
安全の医療の実践に努力する所存であります。是非、
今後とも皆様のご支援・ご鞭撻をよろしくお願いい
たします。申の年、皆様のご健康とご多幸をお祈り
します。

いきいき百歳体操をする参加者

新しく導入された高性能のCT装置

元美里町誌編纂室長
森下 誠 先生
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子育て支援センターからのお知らせ
★こども園・保育所開放のご案内

○きみのこども園　　1 月 25 日（月） ℡ 489 － 2144
○神野保育所　　　　1 月　6 日（水）・20 日（水）℡ 495 － 2049
○毛原保育所　　　　1 月 13 日（水）・27 日（水）℡ 499 － 0131

★遊びの教室のご案内〈申し込みは、支援センター ℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、きみのこども園

○コアラ　　　　1 月 12 日（火）9 時 30 分〜 11 時 30 分　子育て支援センター（たこ作り）
○カンガルー　　1 月 27 日（水）9 時 30 分〜 11 時　　　　総合福祉センター
　　　　　　　　（27 日は栄養士による栄養相談も行っています）
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申し込みよろしくお願いします。

★子育て支援センター・文化センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】 動木 156（℡ 489 － 2144）
　　　　　　　　　　 月〜金曜日（9 時～ 12 時・13 時～ 16 時）（土・日・祝は休み）
　　　　　　　　　　 1 月 18 日（月）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・栄養士による栄養相談

【文 化 セ ン タ ー】神野市場 217（℡ 495 － 9055）
　　　　　　　　　　 毎月第 2・4 週木曜日（9 時 30 分～ 11 時 30 分）
　　　　　　　　　　 1 月 28 日（木）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ

【育児相談】子育て支援センターでは、随時行っています。
　　　　　 きみのこども園、神野保育所、毛原保育所でも相談を行っています。
　　　　　※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成等を行います。（予約制）
1 月 25 日（月）　　
　　　　9 時 30 分〜 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回の健康相談時に本人にお知らせし
ます。（予約制）

検 便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望
される方には、精神科医師が相談に応じます。（要予約）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

1 月 13 日（水）
1 月 27 日（水）13 時 30 分〜

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。（予約制）

1 月 25 日（月）
　　　　10 時 30 分〜 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日〜金曜日（祝日除く）　　
問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで		  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

平成２７年度
成人肺炎球菌ワクチン予防接種について
●平成２７年度の対象者

①平成２７年度に下記の各年齢となる人
・６５歳　　（昭和２５年４月２日生～昭和２６年４月１日生）
・７０歳　　（昭和２０年４月２日生～昭和２１年４月１日生）
・７５歳　　（昭和１５年４月２日生～昭和１６年４月１日生）
・８０歳　　（昭和１０年４月２日生～昭和１１年４月１日生）
・８５歳　　（昭和 ５ 年４月２日生～昭和 ６ 年４月１日生）
・９０歳　　（大正１４年４月２日生～大正１５年４月１日生）
・９５歳　　（大正 ９ 年４月２日生～大正１０年４月１日生）
・１００歳　（大正 ４ 年４月２日生～大正 ５ 年４月１日生）

　　　　（平成２７年４月に個人通知しています）
②６０歳以上６５歳未満の者であって、心臓、腎臓若しくは呼吸器

の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有す
る者

●自己負担金　　３, ０００円 ( 生活保護受給者は無料 )
●接種期限　　　平成２８年３月３１日　
●下記にご注意ください。

※すでに肺炎球菌ワクチンの接種をうけたことがある方は定期予防
接種として受ける事ができません。

※上記の平成２７年度対象者①は今年度限りです。以降の補助はあ
りません。

■問い合わせ　保健福祉課 予防接種担当まで　℡ ４８９－９９６0

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8時 30 分～ 17 時 15 分）　℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17時15分以降）　℡４８９－２４３０
〔場　所〕紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

健康相談のお知らせ　（１月の日程）
■場　所　総合福祉センター
■と　き　毎週水曜日　6 日、13 日、20 日、27 日
■時　間　９時～ 11 時　
■対象者　住民すべての方
■内　容　健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談・離乳食の相談・健診結果の相談　等
各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後
のよりよい生活につなげましょう。
生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じ
ますので、お気軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
■問い合わせ　保健福祉課（℡４８９－９９６０）

献血にご協力お願いします。
１月 25 日（月）10 時 ～ 12 時 　役場美里支所
　　　　　　　　13 時 30 分～ 16 時 30 分　役場本庁 ★★ 27 年度の国保特定健康診査は終了しました★★

※その日の健康状態や服薬等により、献血できない場合があります。

まだお済みでない方へ

健 康 ・ 福 祉 ガ イ ド
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健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

健康づくり情報　ＶｏＬ．６
インフルエンザの予防

インフルエンザは例年１２月～３月ごろに流行
し、いったん流行が始まると短期間に多くの人への
感染が広がります。
インフルエンザを予防する方法を確認し、この冬
を乗り切りましょう。

「インフルエンザの予防方法」
①流行前の予防接種
インフルエンザワクチンは、感染後に発病する可
能性を低くする効果と、かかった場合の重症防止
に有効とされています。
②咳エチケットを守る
インフルエンザの主な感染経路は咳やくしゃみで
発生する小さな水滴（飛沫）によるものです。また、
たとえ感染しても全く症状のない場合や、かぜの
ような症状のみでインフルエンザに感染したと本
人や周りが気がつかない例も少なくありません。
そのため
●普段からくしゃみや咳を他の人に向けて発しな
いこと
●咳やくしゃみが出る場合にはマスクをすること

～「最近様子がちょっと違うな」「1人
で外へ出て行ってしまうので心配」と心
配されているご家族の方。紀美野にこに
こネットワークに登録しませんか？～
加齢などにより記憶力や判断力が低下すると、道
を間違えて家に帰れなかったり、自分がどこにいる
のか分からなくなってしまうことがあります。その
ような高齢者等を地域ぐるみで見守り、本人やその
家族も安心して住み慣れた地域で生活できるよう、
見守りの輪を広げるネットワークです。

【ネットワークのしくみ】
①行方不明高齢者等が発生したとき、家族等が警察
や保健福祉課に相談。
②家族の同意を得て協力機関・協力者に行方不明者
の情報（名前・背格好・服装など）をファックス
やメールで提供。
③協力機関・協力者は日常生活の範囲内で目配りを
行い（捜索ではない）、目撃等情報があれば海南
警察署へ通報する。
④海南警察署が保護したのを受け、保健福祉課より
協力機関・協力者にファックスやメールにて発見
の連絡を行う。

【利用の登録について】（登録・利用無料）
家族等の希望があれば、行方不明になる可能性
のある方の情報を事前に登録することができま

す。登録いただくことで、万が一
の際にもスムーズな情報提供が可
能です。登録された個人情報は、
保健福祉課で厳重に管理します。
■問い合わせ
保健福祉課　☎４８９－９９６０

おめでとうございます！！
８０歳以上で２０本以上
　　　　　自分の歯のある方を表彰
２０本以上自分の歯があれば、ほとんどの食べ物
を噛み砕くことができ、おいしく食べられると言わ
れています。紀美野町でも「８０歳以上（９０歳以
上）になっても２０本以上の歯を保とう！！」とい
う「８０２０運動」「９０２０運動」を推進してい
ます。皆さんもいつまでも元気な歯を残すために、
日頃から自己管理をしてくださいね。
８０歳以上で、２０本以上のご自分の歯のある方
を表彰させていただきました。
表彰者は下記の皆様です。

８０２０達成者（敬称略）
東美智子、池本タマミ、小林美智子、阪上信子、佐々
本ヤヨミ、佐本都、下東千鳥、田中俊行、茶谷垣
内由喜子、松上昭子、松本守道、森谷壽津代、湯
上弘子

９０２０達成者（敬称略）
村畠寛
また、中学３年生、小学６年生でむし歯のない児
童の表彰も行ないました。今年の表彰者は　中学３
年生で６４名中３９名、小学６年生で６７名中４４
名でした。おめでとうございます。

介護予防講座のおしらせ
■日時　①１月 22 日（金）13 時 30 分〜 15 時 30 分
　　　　②１月 29 日（金）13 時 30 分〜 15 時 30 分
■場所　自然体験世代交流センター
■内容　栄養とお口のはなし
■申し込み　１月１５日（金）までに保健福祉課へ
　　　　　　（TEL489-9960）
※２回の講座ですので、できるだけ続けてご参加下さい。

●手のひらで咳やくしゃみを受け止めた場合には
すぐに手を洗うことが大事です。
マスクをすることも重要ですが、感染した人が
マスクをするほうが感染を抑える効果は高いと
言われています。

③外出後の手洗い等
流水・石鹸による手洗いはウイルスを取り去るこ
とができ、感染予防の基本です。インフルエンザ
ウイルスはアルコールによる消毒でも効果が高い
です。
④適度な湿度を保つ
空気の乾燥で、気道粘膜の防御機能が低下します。
乾燥しやすい室内では加湿器などで適切な湿度
（５０～６０％）を保つことも効果的です。
⑤十分な休養とバランスのとれた栄養摂取
体の抵抗力を高めるために、十分な休養とバラン
スのとれた栄養摂取を日頃から心がけましょう。
⑥人混みや繁華街への外出を避ける
インフルエンザが流行してきたら、高齢者の方・
基礎疾患のある方・妊婦・疲労気味・睡眠不足の方
は特に気をつけましょう。やむを得ない場合には
不織布（ふしょくふ）マスクを着用することはひと
つの防御策ですが、人混みに入る時間を極力短く
しましょう。

出典：厚生労働省ホームページ インフルエンザＱ＆Ａ

認知症にやさしい町・
紀美野町キャラクター
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○
児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
等
に
お
け

る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の

健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
制
度
は
、
父
母

の
離
婚
や
死
亡
な
ど
に
よ
り
父
ま

た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
に
つ
い
て
手
当
を
支
給

す
る
制
度
で
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い

て20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た

は
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害
も

し
く
は
、
長
期
に
わ
た
る
安
静
を

必
要
と
す
る
病
状
に
あ
る
児
童
を

監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。　

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

℡
４
８
９
‐
９
９
６
０

■
入
所
資
格　

平
成
28
年
４
月
１

日
現
在
、
町
内
在
住
の
小
学
１

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童

で
、
昼
間
保
護
者
（
家
族
を
含

む
）
が
家
庭
に
お
い
て
お
子
さ

ん
の
保
護
に
当
た
れ
な
い
場
合

に
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
入
所
期
間

平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成
29

年
３
月
31
日

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・
夏
期
（
８

月
13
日
～
15
日
）・
年
末
年
始

（
12
月
29
日
～
１
月
４
日
）
は

休
所
と
し
ま
す
。

■
開
設
場
所

○
野
上
学
童
保
育
所（
定
員
35
名
）

動
木
１
４
４
５
番
地
（
野
上
小

学
校
内
）

○
下
神
野
学
童
保
育
所（
定
員
20
名
）

神
野
市
場
２
１
７
番
地
（
文
化

セ
ン
タ
ー
内
）

■
開
設
時
間

・
放
課
後
～
18
時

・
学
校
休
業
日（
土
曜
・
日
曜
・
祝

日
は
除
く
）
は
、
８
時
～
18
時

■
保
育
料　

月
額
５
，
０
０
０
円

（
但
し
、
長
期
休
暇
中
は
別
料

金
。
生
活
保
護
・
準
要
保
護
世

帯
、
同
一
世
帯
第
２
子
以
降
は

減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。
保
育

料
以
外
の
諸
経
費
に
つ
い
て

は
、
入
所
案
内
書
類
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。）

■
申
込
方
法　

入
所
を
希
望
す
る

保
護
者
は
、
所
定
の
入
所
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
後
、
勤

務
等
証
明
書
を
添
付
の
上
、
教

育
委
員
会
総
務
学
事
課
（
役
場

本
庁
２
階
）
ま
た
は
、
学
事
生

涯
学
習
室
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

入
所
申
請
書
一
式
は
、
上
記
申

込
先
及
び
野
上
学
童
保
育
所
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

紀
美
野
町
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
後
印

刷
し
、
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
間　

平
成
28
年
２
月
１

日
（
月
）
～
２
月
12
日
（
金
）

■
そ
の
他　

・
今
年
度
に
入
所
し
て
い
る
児
童

で
、
来
年
度
も
引
き
続
き
入
所

を
希
望
さ
れ
る
方
も
改
め
て
入

所
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

・
各
学
童
保
育
所
に
は
定
員
が
あ

る
た
め
、
入
所
申
請
内
容
を
審

査
の
う
え
、
面
接
等
行
い
、
家

庭
状
況
を
考
慮
し
て
、
入
所
者

の
選
定
を
行
い
ま
す
。
（
入
所

審
査
の
た
め
入
所
が
、
遅
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
総

務
学
事
課
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー

℡
４
８
９
‐
５
９
０
９

鎌
滝
消
防
格
納
庫
前
の
掲
示
板
を

紀
美
野
町
自
然
体
験
世
代
交
流
セ

ン
タ
ー
前
に
移
転
し
ま
す
。

町
の
条
例
な
ど
を
告
示
す
る
掲

示
板
に
つ
い
て
、
昨
年
12
月
の
議

会
に
お
い
て
、
国
道
３
７
０
号
の

改
修
に
伴
い
、「
鎌
滝
消
防
格
納

庫
前
掲
示
板
」
を
「
紀
美
野
町
自

然
体
験
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
前
掲

示
板
」
に
変
更
す
る
紀
美
野
町
公

告
式
条
例
の
一
部
改
正
が
可
決
さ

れ
、
本
年
３
月
１
日
よ
り
掲
示
板

の
場
所
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

～新成人のみなさんへ～　　　
20 歳になったら国民年金

国民年金は、年をとったときやいざというと
きの生活を、現役世代みんなで支えようという
考えで作られた仕組みです。
具体的には、若いときに公的年金に加入し保
険料を納め続けることで、年をとったときや、
病気やケガで障害が残ったとき、家族の働き手
が亡くなったときに、年金を受け取ることがで
きる制度です。

 国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります
国民年金は２０歳から６０歳までの人が

加入し、保険料を納める制度です。国が責
任をもって運営するため、安定しています
し、年金の給付は生涯にわたって保障され
ます。

◎老後のためだけのものではありません
国民年金には、年をとったときの老齢年

金のほか障害年金や遺族年金もあります。
障害年金は、病気や事故で障害が残ったと
きに受け取れます。また遺族年金は、加入

者が死亡した場合、その加入者により生計
を維持されていた遺族（「子のある配偶者」
や「子」）が受け取れます。

 「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
★「学生納付特例制度」
学生の方は一般的に所得が少ないため、

ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年
金保険料の納付が猶予される制度です。
対象となる学生は、学校教育法に規定す

る大学（大学院）、短期大学、高等学校、高
等専門学校、専修学校及び各種学校（修業
年限１年以上である課程）、一部の海外大学
の日本分校に在学する方です。

★「若年者納付猶予制度」
学生でない３０歳未満の方で、ご本人及

び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国
民年金保険料の納付が猶予される制度で
す。

　【問い合わせ】
　　　住民課　　　　　℡ ４８９－５９０３
　　　美里支所住民室　℡ ４９５－３４６４
　　　和歌山西年金事務所お客様相談室
　　　　　　　　　　　℡ ４４７－１６６０

保
健
福
祉
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
　
紀
美
野
町
立

学
童
保
育
所
　
入
所
受
付

掲
示
板
移
転
の
お
知
ら
せ
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紀美野町臨時職員募集について
職種 募集人員 業務内容 応募資格 賃　　金 勤務時間 勤務場所

保育士
1名

保育士
業務

保育士資格を
お持ちの方

日額7,600円　社会保険加入、
昇給、賞与及び退職金無し 原則として月曜日～金曜日

7時～19時のうち昼休憩を
はさんで7時間45分

神野保育所
　紀美野町
　神野市場78番地保育助手 保育助手

業務
子どもが好き
な方

日額6,200円　社会保険加入、
昇給、賞与及び退職金無し

申込方法：履歴書（写真添付）1通と資格免許の写しを持参又は郵送の上、平成28年2月1日（月）までに下記へお申し込み
　　　　　ください。
申込先　：紀美野町保健福祉課（紀美野町総合福祉センター内）
　　　　　〒640-1121 紀美野町下佐々1408-4　℡073-489-9960
選考方法：面接試験　試験日は別途通知します。
雇用期間：平成28年4月～平成28年9月（更新することがあります。）

平成 28・29 年度　入札参加資格の申請等について
紀美野町が発注する建設工事、測量・建設コンサルタント
等、物品及び役務提供の平成 28・29 年度分の入札に参加さ
れる方は、入札参加資格審査申請書を提出していただく必要
があります。詳細については、町ホームページに掲載してお
りますのでご覧ください。また、提出様式は企画管財課でも
配布していますので必要な方はお越しください。
１．提出先　紀美野町役場　
　　　　　　企画管財課　℡０７３‐４８９‐５９１３
２．申請書宛名　紀美野町長
３．受付期間　平成 28 年１月４日～平成 28 年２月 29 日 
但し、土曜日・日曜日及び祝日・休業日は除く
８時 30 分から 17 時までの間。但し、12 時から 13 時ま
では除く。

４．有効期間　２年間（平成 28 年４月１日～平成 30 年３月
31 日）
※ただし、町内業者のみ中間審査申請時（平成 29 年２
月１日～平成 29 年２月 28 日）に追加書類を提出し、
審査を受ける必要があります。

■問い合わせ　企画管財課　℡０７３‐４８９‐５９１３

平成 28・29 年度国民健康保険野上厚生病院組合
入札参加資格登録申請書提出等について
平成 28・29 年度において国民健康保険野上厚生病院組合

が発注する物品の購入、修繕、業務委託及び建設工事、測量
建設コンサルタント等についての入札等に参加を希望される
方は、下記期限までに別紙資格登録申請書を提出して下さい。

１、提出期限
平成 28 年１月４日（月）から平成 28 年２月５日（金）
まで９時から 17 時まで（但し、祝祭日、土・日曜日は
除く）

＊登録申請用紙は、当病院　庶務課での配布の他、国保野
上厚生総合病院ホームページよりダウンロードできま
す。

２、提出方法
　　持参又は郵送（最終日の消印有効）
３、申請書宛名
　　国民健康保険野上厚生病院組合　管理者　寺本光嘉
４、提出書類
＊物品購入等入札参加資格登録申請書　　１部
＊希望する資格の種類表（希望する業種に○を記入）
＊納税証明書（直近の消費税、法人税等）１部（コピー可）
＊建設、測量、コンサルタント業においては国土交通省
統一様式添付のこと。

５、入札参加資格の有効期間（２年間）
平成 28 年４月１日から平成 29 年３月 31 日まで。
尚、登録は２年間有効としていますので、平成 27・28
年度の登録をされている方は、今回申請する必要があり
ません。

６、提出場所及び問い合わせ先
９時から 17 時まで（但し、土・日曜日、祝祭日は除く）

　　国保野上厚生総合病院　事務局　庶務課
　　　〒６４０－１１４１
　　　和歌山県海草郡紀美野町小畑１９８番地
　　　TEL：０７３－４８９－２１７８（代）
         FAX：０７３－４８９－５６３９
　　　URL：http://www.nokami-hospital.jp/

関西電力からのお願い
冬の節電にご協力をお願いいたします。
日頃より節電・省エネにご協力いただき、誠にありがとう
ございます。
この冬の需給見通しにつきましては、電力の供給に最低限
必要とされている予備率 3％は確保できる見通しです。
しかしながら、発電所のトラブルなど、不測の事態により
、電力需給がひっ迫することも考えられます。電力需要の想
定におきまして、定着した節電として１０１万ｋＷを織り込
んでいることから、着実な節電・省エネにご協力を賜ります
よう、お願いいたします。
さらに、発電所のトラブルなど、不測の事態により、電力
需給のひっ迫が予想される場合には、お客さまの健康に影響
を与えない範囲、ライフライン機能等の維持や生産活動に支
障のない範囲で、可能な限りの節電にご協力いただきますよ
う、重ねてお願い申し上げます。

関西電力
○ホームページ　http://www.kepco.co.jp/
○節電お問い合わせ専用ダイヤル
　℡０８００－１２３ －０１７１　※通話料無料
　受付期間／平成 27 年 12 月 1 日（火）
　　　　　　～平成 28 年 3 月 31 日（木）
　　　　　　※ 12/29 ～ 31 は除く
　受付時間／平日　午前９時〜午後５時
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

■
日
時　

３
月
20
日
（
日
）

14
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料 

（
全
席
指
定
）

前
売
２
，
０
０
０
円

当
日
２
，
５
０
０
円

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
日

　

１
月
28
日
（
木
）

※
前
売
に
て
完
売
の
場
合
当
日
券

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
早
め
に
!!

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

中
央
公
民
館
、文
化
セ
ン
タ
ー
、

美
里
支
所
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
小
川
・
志
賀
野
地
区
公

民
館
、
真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛

原
出
張
所　
　
　
　
　
　
　
　

（
販
売
は
各
施
設
開
館
時
間
中
）

■
問
い
合
わ
せ 

　

文
化
セ
ン
タ
ー

文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業
・
第
36
回
町
民
大
学
講
座

秋
川
雅
史
コ
ン
サ
ー
ト

〜
聴
い
て
よ
く
分
か
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
〜

｜
新
た
な
10
年
に
向
か
っ
て

｜

教
育
長　

橋
戸
常
年

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
支
援
の
お
蔭
で
、
無
事
新
年
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
何
よ
り
も
第
70
回
国
民
体
育
大
会

を
町
民
挙
げ
て
の
温
か
い
お
心
遣
い
に
よ
り
、

盛
会
裏
に
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
の
町
紀
美
野
町
も
誕
生
し
て
10
年
の

時
が
経
過
し
、
新
た
な
歩
み
を
始
め
て
い
ま

す
。
合
併
当
時
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う

な
こ
と
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
時
代
の
流
れ
に

遅
れ
な
い
よ
う
に
歩
み
を
進
め
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
常
に
夢
（
目
標
）
を
持
ち
、
そ
の

実
現
に
向
か
っ
て
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
紀
美

野
町
の
新
し
い
歴
史
を
皆
と
と
も
に
遺
せ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
よ
い
年
で
あ
る
こ
と
を
念
じ
つ
つ
、

夢
に
向
か
っ
て
精
進
し
ま
す
。
ご
指
導
ご
支
援

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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■
中
央
公
民
館

６
日　

お
正
月
あ
そ
び

13
日　

百
人
一
首
を
し
よ
う

20
日　

竹
馬
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

27
日　

な
わ
と
び
あ
そ
び

■
文
化
セ
ン
タ
ー

６
日　

お
は
な
し
会

13
日　

お
正
月
あ
そ
び

20
日　

サ
ッ
カ
ー
を
し
よ
う

27
日　

な
わ
と
び
大
会

■
日
時　

１
月
30
日
（
土
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

調
理
実
習
室

■
講
師　

山
本
直
樹
さ
ん

（
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
ス
テ
ラ
ー
ト
）

■
内
容　

バ
ー
チ
デ
ィ
ダ
ー
マ
と

ボ
ネ
（
飲
み
物
付
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
タ
オ
ル
・
マ
ス
ク
・
す
い

と
う
・
上
ぐ
つ

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
対
象　

小
学
生
１
～
６
年
生

※
先
着
24
名
ま
で

■
申
し
込
み　

１
月
18
日
（
月
）

～
27
日
（
水
）
ま
で
に
青
少
年

セ
ン
タ
ー
へ

■
日
時　

１
月
16
日
（
土
）

13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
主
催　

ほ
ん
の
森

■
講
師　

「
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
わ
か
や
ま
」
さ
ん

「
お
は
な
し
ポ
ン
」
さ
ん

■
持
ち
物　

す
い
と
う

■
参
加
費　

３
０
０
円

　
（
さ
お
り
織
り
材
料
代
）

■
対
象　

小
学
生
、
保
育
園
児
及

び
保
護
者
の
方
（
保
育
園
児
は

保
護
者
の
方
と
一
緒
に
参
加
お

願
い
し
ま
す
）

※
先
着
30
名
ま
で

※
お
や
つ
「
ぜ
ん
ざ
い
」
あ
り
ま

す
（
無
料
）

■
申
し
込
み　

１
月
12
日
（
火
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

■
日
時　

１
月
31
日（
日
）14
時
～

■
講
師　

宮
崎 

聡 

准
教
授

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台
月
の
館

■
備
考　

申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
概
要　

国
立
天
文
台
か
ら
H
Ｓ

Ｃ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
長
で

あ
る
宮
崎
聡
准
教
授
を
お
招
き

し
、
世
界
最
先
端
、
重
さ
3t
も

あ
る
巨
大
カ
メ
ラ
の
開
発
に
つ

い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
開
発
の
難
し
さ
な
ど
開
発

者
し
か
語
れ
な
い
内
容
や
研
究

の
最
前
線
に
つ
い
て
の
お
話
が

聞
け
ま
す
。

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】　　

じ
ど
う
か
ん
お
正
月
の
つ
ど
い

「
綿
花
か
ら
の
糸
つ
む
ぎ
＆
さ

お
り
織
り
」
と
「
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
」

１
月
の
天
文
教
室

「
開
発
者
が
語
る 

す
ば
る
望

遠
鏡 

新
型
の
超
広
視
野
カ
メ

ラ
『
H
Ｓ
Ｃ
』
開
発
秘
話
」

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室

「
イ
タ
リ
ア
菓
子
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
」

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
６
０
０
冊
】

九
十
九
み
ん
と
（
下
小
２
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
冬
の
光
」　
　

篠
田
節
子
･
著

「
わ
が
心
の
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
」　

浅
田
次
郎
･
著

「
人
形
の
眠
る
家
」東

野
圭
吾
･
著

「
子
供
を
夢
中
に
さ
せ
る
魔
法
の

朗
読
法
」　
　
　

山
田
敦
子
･
著

「
抹
茶
の
和
み
お
や
つ
」　

林
幸
子
･
監
修

「
ま
ね
き
ね
こ
が
っ
こ
う
」　
　

き
た
あ
い
り
･
作
／
絵

「
と
も
だ
ち
の
い
す
」　
　

　
　
　

お
く
は
ら
ゆ
め
え
･
ぶ
ん

「
め
ざ
せ
！
動
物
の
お
医
者
さ
ん
」

き
む
ら
ゆ
う
い
ち
･
作

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
為
吉
」　
　

宇
江
佐
真
理
･
著

「
ス
カ
ラ
ム
ー
シ
ュ
・
ム
ー
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　

海
堂
尊
･
著

「
使
え
る
じ
ゃ
が
い
も
レ
シ
ピ
」

　
　
　
　
　
　
　

小
泉
功
二
･
著

「
大
人
の
ほ
ろ
酔
い
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
」　
　
　
　
　

高
橋
里
枝
･
著

「
公
園
戦
隊
ダ
レ
ダ
ー
マ
ン
」

塚
本
や
す
し
･
作

「
や
さ
い
だ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
お
い

し
さ
と
ど
け
隊
」

ド
ー
リ
ー
･
作

「
栄
養
素
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
図
鑑
」

田
中
明
・
監
修

■
日
時　

２
月
６
日
（
土
）
10
時
～
17
時

２
月
７
日
（
日
）
10
時
～
16
時

■
展
示
［
６
・
７
日
］　

書
道
作
品
・
寄
せ
植
え
・
手
芸

作
品
・
パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
作

品
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
・
子
ど
も
た
ち
の
作
品
・
地

域
サ
ロ
ン
作
品
・
一
般
作
品
他

■
お
茶
席
［
６
日
］

12
時
30
分
～

（
お
茶
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

■
そ
の
他　

※
ご
来
館
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
有

り
（
数
量
限
定
・
パ
ソ
コ
ン

サ
ー
ク
ル
よ
り
）　

※
一
般
作
品
募
集
（
１
月
15
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

■
問
い
合
わ
せ 

志
賀
野
地
区
公
民
館

志
賀
野
地
区
公
民
館
作
品

展
示
会
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ー　わが町サークル　ー
「寺子屋書道教室」

寺子屋書道教室は、『楽しくのんびり書いてみたい』
という書くことに興味のある２０代から５０代の人が集
まって、平成２７年２月に９人で始めました。まだス
タートして１年足らずです。
毛筆をする人と硬筆をする人が半々で、毎月「書苑」
に作品を出して励みにしています。昨年の町文化祭で
は、みんな張り切って作品を仕上げ、喜び合いました。
書くことに興味のある方は参加してください。

◆練習日時
　第１・３水曜日
１８：３０
～２０：３０
◆場所
中央公民館　
視聴覚室

※練習日時・場所は変更する場合があります。
　詳しくは、中央公民館生涯学習課まで

11
月
23
日
（
月
）
農
村
総
合
セ

ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
に
て
和

歌
山
県
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
協
会
会
長

杯
争
奪
大
会
が
開
催
さ
れ
、
81
名

（
男
性
41
名
、
女
性
40
名
）
が
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
14
ホ
ー
ル
で
ス

コ
ア
を
競
い
ま
し
た
。　
　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
数

字
は
ス
コ
ア
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
男
性
の
部
】

優　

勝　

萩　

圭
弘（
安　

井
）64

準
優
勝　

横
山
勝
明（
和
歌
山
市
）65

３　

位　

橋
村
蔵
義（
和
歌
山
市
）72

【
女
性
の
部
】

優　

勝　
妹
背
ト
ミ
コ（
神
野
市
場
）63

準
優
勝　

福
岡
規
子（
毛
原
中
）74

３　

位　

橘
本
陽
子（
毛
原
宮
）76

和
歌
山
県
Ｗ
Ｇ
Ｇ
Ａ
会
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
盛
大
に
開
催

平
成
27
年
度
紀
美
野
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
お
別
れ
大
会
結
果

12
月
20
日
（
日
）
ふ
れ
あ
い
公

園
に
て
町
誕
生
10
周
年
第
10
回
紀

美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

１
１
０
０
人
を
超
え
る
ラ
ン

ナ
ー
が
師
走
の
紀
美
野
路
を
激
走

し
ま
し
た
。
大
会
を
支
え
る
た
め

ご
協
力
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

11
月
15
日
（
日
）
下
神
野
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
野
球
大
会

（
Ａ
級
）
を
開
催
し
、
町
内
外
か

ら
４
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　
中
野
上
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

美
里
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

３　

位　

野
上
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

ま
た
、
11
月
29
日
（
日
）
に

は
、
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
、
町

内
か
ら
美
里
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
が
町
外
か
ら
も
８
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。
結
果
は
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
北
野
上
少
女
バ
レ
ー

（
海
南
市
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

な
っ
て
水
が
少
な
な
る
と
、
せ
き

を
こ
わ
し
て
水
あ
ら
そ
い
に
な
っ

た
ん
や
。

ほ
い
で
、村
の
人
ら
相
談
し
て
、

天
狗
藤
衛
門
と
鬼
五
郎
兵
衛
に
、

せ
き
を
直
し
て
く
れ
る
よ
う
に
よ

う
に
た
の
み
に
行
っ
た
ん
や
。

天
狗
藤
衛
門
と
鬼
五
郎
兵
衛
は
、

「
よ
っ
し
ゃ
、や
っ
ち
ゃ
る
。
や
っ

ち
ゃ
る
け
ど
、
せ
き
を
も
っ
と
下

流
の
方
に
下
げ
て
作
ら
ん
と
あ
か

ん
。」

と
、
言
う
て
で
き
た
ん
が
今
の

「
ゆ
」
な
ん
や
。
そ
れ
か
ら
何
百

年
も
た
つ
け
ど
、
今
ま
で
「
ゆ
」

も
切
れ
や
ん
と
、
今
で
も
役
立
っ

て
ん
の
や
。

そ
の
と
き
に
使
う
た
「
ゆ
」
の

か
な
め
に
な
っ
た
岩
を
「
五
郎
兵

衛
石
」
と
言
う
て
、「
ゆ
」
の
水

門
か
ら
四
、五
メ
ー
ト
ル
下
に
今

で
も
の
こ
っ
て
る
ん
や
。

千
貫か

ん

（
約
四
ト
ン
）
も
あ
る
こ

の
岩
は
、
ち
ょ
う
ど
さ
つ
ま
い
も

の
よ
う
な
形
を
し
た
岩
で
、
半
分

い
上
も
つ
つ
み
の
外
に
出
て
ん
の

に
、
何
百
年
も
水
に
流
さ
れ
や
ん

と
「
ゆ
」
を
守
っ
て
ん
の
や
。

「
ふ
し
ぎ
や
な
あ
。」

と
、
村
の
人
ら
言
い
つ
づ
け
て
き

た
ん
や
し
て
。

今
で
は
、
も
し
流
れ
落
ち
た
ら

悪
い
と
言
う
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
か
た
め
て
る
け
ど
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
せ
ん
で
も
落
ち
や
ん
ふ
し

ぎ
な
岩
や
。

天
狗
藤
衛
門
と
鬼
五
郎
兵
衛

は
、
む
ら
の
た
め
に
つ
く
し
た
り

っ
ぱ
な
科
学
者
と
言
え
る
ん
や
で
。 

（
の
か
み
の
民
話
第
二
集
よ
り
）

志
賀
野
の
「
ゆ
」

前
に
話
し
た
、
天て

ん
ぐ
と
う
え
も
ん

狗
藤
衛
門
と

鬼お

に

ご

ろ

う

べ

え

五
郎
兵
衛
と
い
う
、
も
の
す
ご

く
力
の
強
い
兄
弟
の
話
や
。

志し

が

の

賀
野
の
「
ゆ
」（
川
の
水
を

せ
き
止
め
て
お
い
て
、
ひ
つ
よ
う

な
時
に
流
す
し
く
み
）
は
、
前
は

今
の
と
こ
ろ
よ
り
二
百
メ
ー
ト
ル

も
上
流
に
あ
っ
た
ん
や
が
、
毎
年

よ
う
こ
の
せ
き
が
切
れ
た
ん
や
。

せ
き
が
切
れ
る
と
水
が
あ
ふ
れ

て
、そ
り
ゃ
な
ん
ぎ
し
た
そ
う
や
。

そ
の
こ
ろ
の
せ
き
は
、
村
の
し
ば

山
（
た
き
木
な
ど
を
と
る
山
）
か

ら
切
り
出
し
た
し
ば
と
太
い
木
を

た
ば
ね
て
、
か
ご
を
あ
む
よ
う
に

重
ね
、
石
と
組
み
合
わ
せ
て
水
を

せ
き
止
め
た
ん
や
。

け
ど
、
い
つ
も
大
水
が
出
る
た

ん
び
に
流
さ
れ
た
り
、
日
で
り
に

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
十
三

上位の皆さん
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  学校だより
　『UD 研究会を終えて』

紀美野町立毛原小学校、長谷毛原中学校

11 月 21 日 ( 土 )、毛原小学校、長谷毛原中学校
にて授業のユニバーサルデザイン（ＵＤ）研究会を
行いました。県内外から 150 名あまりの先生方に
授業を参観していただきました。
本校では、「全員がわかる、できる授業～ＵＤの
視点を取り入れた授業づくり～」をめざして研究を
進めています。
午前中の公開授業では、児童 ･生徒の自主的な学
び、教師のＵＤの視点を取り入れた工夫した授業方
法、複式授業の進め方など、参観者の方々に提案で
きました。大変多くの参観者の中でも児童生徒が大
変活発に活動し、自分たちだけでどんどん授業を進
めていくいつもの姿を見ていただくことができまし
た。午後は、小中学校全校の「フリートーク活動」
を体育館にて参観していただきました。フリートー
ク活動は、担当の子どもが話題を提供し、それに対
してみんなが自分の考えを述べたり、質問したりし
て、お互いの考え方を交流します。この活動から、
複式授業の中での自主学習の基礎となるコミュニ
ケーションの素地を身につけることができます。
これらの発表に多くの参観者から賞賛のお言葉
をいただき
ました。こ
れからも、
フリートー
ク活動を続
け、複式授
業の充実を
図りたいと
考えていま
す。

歌
　
の
　
小
　
道

日
短み

じ
か

や
ラ
ッ
プ
の
端
を
見
失
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
惇
子

鈴
の
緒
に
長
き
祈
り
の
枯か

れ
と
う
ろ
う

蟷
螂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
　
廣

礼
と
し
て
重
き
白
菜
提さ

げ
て
来
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
文
鳥

晩
酌
を
控
へ
し
後
の
寝
酒
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
隆
之

独
り
言
聞
い
て
も
ら
ひ
し
花
八
手
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
昭
子

省
み
る
己
が
俳
句
や
年
の
暮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
ト
シ
子

平
坦
な
心
揺
ら
せ
る
寝
酒
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

寝
酒
か
な
心
に
波
の
多
き
日
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
和
代

切
り
取
れ
ば
青
き
静
止
画
冬
の
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
根
利
子

長
堤
の
海
抜
ゼ
ロ
を
暖
房
車
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

暮
れ
早
し
手
探
り
で
摘
む
菜
花
か
な
　
　
　
　
　
　
　
木
原
ま
り
子

時
折
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
皇
后
様
の
御
姿
観
し
よ
り
　
　
　
　
　
　
竹
本
セ
ツ
子

我
が
家
は
こ
ん
な
に
段
差
あ
り
し
か
と
　

　
　
　
　
　
足
弱
き
身
体
で
思
い
知
る
な
り
　
　
　
　
　
段
木
幸
代

万
葉
の
世
に
変
は
ら
ず
や
わ
が
背せ

戸こ

は

　
　
　
　
　
昏く

れ
の
森
ふ
か
く
鹿
は
啼な

く
な
り
　
　
　
　
山
本
綾
子

出
揃
ひ
し
稲
穂
を
ゆ
ら
す
風
涼
し
　

　
　
　
　
　
猛
暑
の
夏
も
漸よ

う
や

く
逝
く
か
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
紀
子

し
だ
れ
咲
く
萩
は
傾な

だ
れ

に
フ
ラ
ダ
ン
ス

　
　
　
　
　
秋
風
そ
よ
ぐ
里
の
夕
ぐ
れ
　
　
　
　
　
滝
垣
内
嘉
代
子

秋
深
く
静
か
な
る
夜
突
然
に

　
　
　
　
　
聞
こ
え
て
く
る
は
宮
太
鼓
の
音
　
　
　
　
　
奥
ふ
み
代

窓
に
見
る
山
山
の
木
木
色
づ
き
て

　
　
　
　
　
澄
み
し
青
空
秋
深
み
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
横
出
圭
子

目
の
前
に
黄こ

う
よ
う葉
み
ご
と
な
雑
木
あ
り

　
　
　
　
　
三
本
並
び
団
子
兄
弟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
下
玉
子

幼お
さ
な
ご児
の
バ
イ
バ
イ
と
振
る
手
は
も
み
じ

　
　
　
　
　
風
に
吹
か
れ
て
散
り
そ
う
に
見
ゆ
　
　
　
　
橋
本
吉
信

満
開
の
庭
の
山
茶
花
な
が
め
つ
つ

　
　
　
　
　
昼
の
献
立
よ
う
や
く
決
め
る
　
　
　
　
　
戎
谷
須
美
子

一
人
住
む
わ
れ
を
寂
し
み
孫
た
ち
が

　
　
　
　
　
ビ
オ
ラ
・
デ
ー
ジ
ー
植
え
て
帰
り
ぬ
　
　
　
森
下
峰
子

米
寿
わ
れ
気
力
体
力
弱
ま
る
も

　
　
　
　
　
小
春
日
和
は
猫
と
興き

ょ
う

ず
る
　
　
　
　
　
　
　
松
本
久
子

  天文台だより
　『宇宙を探る  重さ約3tの巨大デジタルカメラ』
	 研究員 山内 千里

重さ約 3t、高さ約 3m もあるデジタルカメラ
を日本が持っている事を知っていましたか？みな
さんも聞いたことがあるかもしれません。Hyper 
Suprime-Cam (HSC) というカメラです。
１月の天文教室では、国立天文台からHSC開発
プロジェクト室長である宮崎聡准教授をお招きし、
天文分野での世界最先端のものづくりについて講演
していただきます。

■題目  「開発者が語る すばる望遠鏡 新型の
          超広視野カメラ『HSC』開発秘話」

日本が持つ最大の望遠鏡、すばる望遠鏡を使って
宇宙の暗黒物質の分布を探るため、私達は新型の超
広視野カメラ「HSC」を開発しました。講演では、
開発の難しさなど開発者しか語れない内容や研究の
最前線についてお話しします。

■日時　1月 31日（日）
　14時より
　（約1時間半を予定）

■講師  
宮崎 聡 准教授
（国立天文台
  Hyper Suprime-Cam
  Project 室長）
■場所　みさと天文台
　　　月の館
■備考　申込不要
　　　参加無料
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尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し

も
の
時
の
為
に
、
あ
な
た
も
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今
年
中

に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、
再
講
習

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
講
習
内
容

（
１
）心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

（
３
）そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る

　
　

こ
と

■
講
習
時
間   

９
時
か
ら
12
時
ま

で
の
３
時
間
講
習
で
す
。

■
講
習
場
所　
紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　

   

無　

料

■
申
し
込
み
期
限   

１
月
20
日
ま
で

■
申
し
込
み（
問
い
合
わ
せ
）先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

ま
で（
℡
４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
に

創
設
さ
れ
た｢

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
週
間｣

は
、
災
害
時
に
お
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自
主
的

な
防
災
活
動
を
深
め
る
と
と
も

に
、
災
害
へ
の
充
実
強
化
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が

発
生
し
た
１
月
17
日
が「
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」１
月
15
日

か
ら
１
月
21
日
ま
で
が「
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

消
火
栓
や
防
火
水
槽
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
？
消
火
活
動
に
欠
か

せ
な
い
施
設
で
、
消
火
に
必
要
な

水
を
消
防
隊
に
供
給
す
る
物
で

す
。消

防
署
で
は
定
期
的
に
点
検
・

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
消
火

栓
や
防
火
水
槽
付
近
に
違
法
な
駐

車
車
両
が
あ
る
と
障
害
に
な
り
、

一
刻
を
争
う
消
火
活
動
の
妨
げ
と

な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
駐
車
禁
止
場
所

・
消
火
栓
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内

の
部
分

・
消
防
用
防
火
水
槽
の
吸
水
口
も

し
く
は
、
吸
管
投
入
口
か
ら
５

メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

・
消
防
用
防
火
水
槽
の
側
端
又

は
、
こ
れ
ら
の
道
路
に
接
す
る

出
入
り
口
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以

内
の
部
分

※
そ
の
他

・
消
防
用
機
械
器
具
の
置
場
（
消

防
車
の
車
庫
や
ホ
ー
ス
格
納
庫

等
）
の
側
端
又
は
、
こ
れ
ら
の

道
路
に
接
す
る
出
入
り
口
か
ら

５
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

・
駐
車
車
両
の
右
側
の
道
路
上
に

３
．
５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
余
地

が
な
い
場
合

昭
和
24
年
１
月
26
日
、
世
界
最

古
の
木
造
建
築
で
あ
る
法
隆
寺

（
奈
良
県
斑
鳩
町
）で
火
災
が
発
生

し
、
金
堂
が
炎
上
し
て
貴
重
な
壁

画
が
焼
損
す
る
と
い
う
事
件
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
事
件
は
国
民
に
強
い
衝
撃

を
与
え
、
翌
年
の
昭
和
25
年
、
文

化
財
保
護
法
が
制
定
さ
れ
る
契
機

と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
30
年
よ
り
、
火
災
発
生
の

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
と

定
め
ら
れ
、
全
国
的
に
防
火
運
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。　

貴
重
な
文
化
財
を
確
実
に
次
代

に
受
け
継
い
で
い
く
た
め
、
日
頃

か
ら
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
、

文
化
財
愛
護
と
防
火
意
識
の
高
揚

に
務
め
ま
し
ょ
う
。

○
紀
美
野
町
内
に
あ
る
国
及
び
県

指
定
の
文
化
財
は
次
の
と
お
り

で
す
。

※
国
指
定
の
重
要
文
化
財

・
野
上
八
幡
宮
本
殿
一
棟

・
野
上
八
幡
宮
拝
殿
一
棟

・
野
上
八
幡
宮
摂
社　

武
内
神
社

本
殿
一
棟

・
野
上
八
幡
宮
摂
社　

平
野
今
木

神
社
本
殿
一
棟

・
野
上
八
幡
宮
摂
社　

高
良
玉
垂

神
社
本
殿
一
棟

・
赤し

ゃ
く
ど
う
と
り
く
び

銅
鳥
頸
太た

ち刀　

銘め
い
さ
ね
な
が

真
長
（
野

上
八
幡
宮
内
）

・
十
三
神
社　

本
殿
一
棟

・
十
三
神
社　
摂
社
丹
生
神
社
本
殿

・
十
三
神
社　
摂
社
八
幡
神
社
本
殿

・
泉
福
寺　

梵
鐘
（
長
谷
宮
）

※
県
指
定
の
文
化
財

・
野
上
八
幡
宮
絵
馬
殿
一
棟

・
国
吉
熊
野
神
社　

石
造
宝ほ

う
き
ょ
う
い
ん

筺
印

塔と
う

（
田
）

・
大
日
寺　

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐

像
（
毛
原
宮
）

・
龍
福
寺　

木
造
阿

弥
陀
如
来
坐
像

（
高
畑
）

・
岡
本
家
文
書　

９
３
０
点
（
福

田
・
岡
本
佶
宅
）

紀美野町消防訓練初め式
日時：平成２８年１月１０日（日）９時～
場所：紀美野町農村総合センター（野中）

◎紀美野町農村総合センターにおいて、消防職員及び消防団長以下全団員
が勢揃いして式典が開催され、その後、農村総合センター下の河原で放
水訓練（雨天中止）が行われます。

◎午前７時にサイレン吹鳴（１分間）をいたしますので、火災等とお間違
えのないようにお願いします。

11月の消防の動き
●火災発生件数…1件　（車両）
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 28（３）
一 般 負 傷
交 通 事 故 １（　）

11（　） 11（　）

３（　）そ の 他
合 計 43（３）

（　）

（　）
　（　）

（　）
　（　）

28（３）

１（　）
３（　）
43（３）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
平
成
28
年
2
月

7
日
（
日
）

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ
」

消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
付
近

は
、
駐
車
禁
止
で
す

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

文
化
財
防
火
デ
ー
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２０１６年のスタートです。行く年を振り返ると、手帳
や心の中は満タンになる程色んなことがありました。来る
年は、今は真っ白で、とにかく笑えることがたくさんあれ
ばと願っています。苦しい時にはなかなか笑えませんが、
努めて笑うことは、運気を上げるチャンスであると思いま
す。「笑う門には福来たる」ですね。食べて、笑って元気
でいることがなによりです。

今回はきちんと作った出汁を使ってのレシピです。出汁
をとって料理をすると、味付けは少々薄くても素材本来の
うま味が味わえてより美味しく感じられます。今は昆布と
鰹節で出汁をとることが多く、昆布と鰹節の量もほぼ一定
しているのですが、作る料理によっては、昆布と鰹節の量
の加減を調整することがより美味しい料理になるようで
す。面倒かもしれませんが、出汁をとって料理を作る習慣
をつけてみましょう。

出汁のとりかた
（１リットルの水に対して、昆布１０ｇ・鰹節１０ｇ）

　１、鍋に分量の水を入れ、昆布を３０分～１時間浸
しておく。

　２、弱火でゆっくり温めて、沸騰する直前に昆布を
取り出す。

　３、（２）を一度沸騰させ、鰹節を入れすぐに火を
止め、鰹節が自然に沈むまで５～６分おく。キッ

チンペーパーを敷いたざるでこす。
　＊多めに作り、冷蔵庫で保存しておくと、３日程日

持ちします
茶碗蒸し
（材料）２人分

鶏もも肉　1/4枚（約５０ｇ）、
かに風味かまぼこ　適宜、生しいたけ　１枚、
醤油　小さじ1/3、　卵　１個　
　　　出汁　　3/4カップ　　
　Ａ　みりん　大さじ１、醤油　小さじ1/2
　　　塩　　　小さじ1/4

（作り方）
１、Ａを煮立てて冷ます。卵を割って溶きほぐし、Ａ

を加えてよく混ぜざるなどで一度こす。
２、鶏肉は小さくそぎ切りにし、醤油をからめる。か

まぼこを食べやすい大きさに切り、椎茸は石づき
を取り、４等分に切る。

３、（２）を２等分にして器に入れ、（１）の卵液を
よく混ぜて流し入れる。深めの鍋にグラグラしな
いように布巾又はキッチンペーパーを敷き、器の
高さの半分くらいまで湯を入れた中に器を入れ、
鍋に蓋をして中火で１分加熱する。表面が白くな
ったら弱火にし、８分程加熱する。

　　＊火を止める直前に三つ葉を添えると出来上がり
がきれいです。

　　産業課より

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第66回）

交通指導員募集
学校に通う子供たちの朝の登校時の見守りや交通安全街

頭活動など、歩行者や自転車運転者を交通事故から守る活
動の推進をしていただく交通指導員を募集しています。

交通安全推進に熱意がある方でしたら、職務に当たり資

格・経験等は特に必要ございませんので、詳しくは下記ま
でお問い合わせください。
■募集条件　　20 歳以上で、交通安全推進に熱意がある健
　　　　　　　康な方
■締切り　　　２月 26 日（金）
■問い合わせ　総務課（℡ ４８９ ‐ ５９１２）

日　 時 イベント名 開催場所所 問い合わせ（073）
4日（月） 役場仕事始め
6日（水）11:00 〜 犬・ねこの飼い方講習会【１０日(日)・２４日(日)】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489－6500

  7日（木）・21日（木） 移動町長室 美里支所 総務課 489－5912
住民室 495－3471

10日（日） 9:00 〜 消防訓練初め式 農村総合センター 消防本部庶務課 489－6301
〃　　 13:30 〜 成人式 中央公民館 総務学事課 489－5910

16日（土）13:30 〜 じどうかん「お正月のつどい」 中央公民館 青少年センター 489－5909
21日（木）13:00 〜 行政相談【～ 15：00】 中央公民館 総務課 489－5912

美里支所 住民室 495－3471
30日 （土） 13:30 〜 じどうかん「料理教室」 総合福祉センター 青少年センター 489－5909
31日（日）14:00 〜 天文教室 みさと天文台 みさと天文台 498－0305

１月

編 集 後 記
新年明けましておめでとうございます。
皆様方には、新春をお健やかにお迎えのことと存じます。
紀美野町が誕生して１０周年を迎えます２０１６年が皆様方に

とって良い年、飛躍の年になりますよう心からお祈り申し上げます。
これからも読みやすく親しまれる広報紙づくりに取り組んでいき
たいと思いますので、本年もどうぞよろしくお願いします。

紀美野町の人口

（平成27年11月末現在）

紀美野町面積128.34km2

総人口………… 　9,610人
 …………　男　 4,461人
 …………　女　 5,149人
 …………数帯世 4,437世帯
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広　告

第
10
回
農
林
商
工
ま
つ
り
・
柿

の
市
が
11
月
22
日
（
日
）、
文
化

セ
ン
タ
ー
（
木
の
温
も
り
広
場
）

に
て
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
と

ご
協
力
に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
農
産

物
品
評
会
に
出
展
さ
れ
た
１
９
７

点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
15
名
の
方

に
各
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、
農
産
物
、
地
場

産
品
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
、
つ
る
し

柿
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
く
の

コ
ー
ナ
ー
が
催
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
紀
美
野
町
誕
生
10
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
や
柿
種
飛
ば
し
・
柿

皮
む
き
大
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
約

３
，
０
０
０
人
の
ご
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
当
町
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
“
き
み
ち
ょ
ん
”
を

は
じ
め
、
近
隣
の
町
の
ゆ
る
キ
ャ

ラ
達
も
応
援
に
か
け
つ
け
て
く

れ
、
会
場
を
大
変
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。

ブルネイの高校生が町長を表敬訪問!!
和歌山県が平成20年度から実施している交流事業で、11月30
日から県内各地を訪問されていましたブルネイ・ダルサラーム
国のヤヤサン高校の生徒６人と教員２人が12月３日、役場本庁
を訪れ、寺本町長を表敬訪問しました。今回で３回目となります。
寺本町長から歓迎の言葉が述べられ、棕

し ゅ ろ

櫚製品などがプレゼ
ントされました。
高校生は「日本の文化を体験したい」「日本の好きな食べ物は、
刺身やお米、梅干しです。」「紀美野町は大変美しい町ですね」と
話していました。

第
12
分
団
第
１
部

消
防
格
納
庫 

建
設
へ

11
月
21
日
に
建
築
工
事
起
工
式

11
月
21
日
、
紀
美
野
町
消
防
団

第
12
分
団
第
１
部
消
防
格
納
庫
建

築
工
事
の
起
工
式
が
、
町
、
消
防

関
係
者
ら
約
20
名
が
出
席
し
て
、

赤
木
地
区
の
建
設
地（
県
有
地
）で

行
わ
れ
ま
し
た
。

現
消
防
格
納
庫（
鎌
滝
地
区
）が

国
道
３
７
０
号
の
改
修
に
よ
る
立

ち
退
き
の
た
め
、
移
転
建
設
さ
れ

る
も
の
で
す
。

施
設
の
概
要
は
鉄
骨
２
階
建

て
、
床
面
積
79
・
49
㎡
。
３
月
完

成
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

★
ツ
リ
ー
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

も
点
灯

11
月
29
日（
日
）、
第
７
回
志
賀

野
冬
フ
ェ
ス
タ（
主
催
：
未
来
de

志
賀
野
／
代
表 

赤
阪
惠
子
さ
ん
）

が
旧
志
賀
野
小
学
校
と
周
辺
施
設

で
開
か
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
り
、
し
め

縄
作
り
や
餅
つ
き
、
薪
割
り
な
ど

を
体
験
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は

自
分
で
作
っ
た
凧
を
元
気
に
揚
げ

て
い
ま
し
た
。
飲
食
や
雑
貨
な
ど

の
出
店
ブ
ー
ス
も
あ
り
、 “
冬
の

志
賀
野
”の
一
日
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

そ
し
て
、
午
後
５
時
に
学
校
正

面
の
壁
を
飾
っ
た
巨
大
ツ
リ
ー
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
が

行
わ
れ
、
12
月
末
ま
で
午
後
５
時

か
ら
10
時
ま
で
点
灯
さ
れ
ま
し
た
。

第
10
回
農
林
商
工
ま
つ
り
・
柿
の
市

盛
大
に
開
か
れ
る
!!

多
彩
な
催
し
で
に
ぎ
わ
う
!!

志
賀
野
冬
フ
ェ
ス
タ

餅つきに挑戦する子どもたち

農産物品評会


